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脳画廊勤壷･におけるtu王aVu

宮本 城

Ⅰ.はじめに

タミル文学には数々の叙事詩があるが,それらの中でも最古層に属する叙事詩に,次の

二つがある.

1.C托

6世紀頃の作品.3編30尊からなる.作者はジャイナ教徒イランゴー･アデイハル.大

商人の息子コーヴアランは,同じく大商人の娘カンナギと結婚したものの,高級遊女マー

ダヴイにおぼれ,彼女との間に娘マニメーハライをもうける.しかし,その後コーヴアラ

ンは没落し,妻カンナギと共に再起をはかる途中に非業の死を遂げる,という筋である.

2･肋車

6～7世紀順の作品.30章からなる.作者はサーッ~タナール.C托の登場人物コーヴアラ

ンとマーダヴイとの間に生まれた娘マニメーハライを主人公とし,遊女という家業を捨て

た彼女が,幾多の困難･障害にもめげず真実の教えを求め続け,仏の教えを聞いて,つい

には輪廻からの解放を目指す,という物語である.

以上の梗概からも分かるように,これら2つの叙事詩は,登場人物や筋書きの上で関係

が深く,そのため,古来｢双子の叙事詩｣と呼ばれている.本稿は,後者の肋庫の主人

公マニメーハライがいつ出家したのか,その解釈の要となる山王aⅧという語に焦点を絞り,

論じてゆく.

ⅠⅠ.問題の所在

A血坤,で,女主人公マニメーハライについて,宝石を帯び,美しい髪に花を飾っている姿

が,物語を通じて以下のように描かれている.

花のつぼみをてっぺんにつけた髪は緩んで後ろに落ちで,

[マニメーハライは]嘆き,助けを求めて叫び,悲しんだ.

金の腕輪をつけた女2(マニメーハライ)よ.

花をつけた黒い髪の女3(マニメーハライ)は,

偉大な苦行者の聖なる足を3回拝んで.‥

美しい宝石をつけた女4(マニメーハライ)は,…

良い匂いを放つ髪をした女(マニメーハライ)よ.

(止血庫$:36-37)

¢血庫.12:33)

(肋亘.12:5-6)

(此ゆ.26:1)

(肋画.2"2)

｢花を飾った髪｣というような表現や,結んでいた髪が緩むという描写は,彼女が髪を長

く伸ばしているという印象を与えるものである.しかし,一方で,彼女が｢比丘尼の姿｣

をしている,と描写されている箇所もある.

マニメーハライは母と共に,ひれ伏して[師匠アラヴァナを]たくさん拝んで,

神の鉢を手にとってつかみ,

比丘尼5の姿で,大きな通りに着いた.
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マニメーハライに対して,このような矛盾した描写がなされていることから,彼女の出

家については,物語の冒頭からすでに出家している,あるいは,物語の最後で出家したな

どの説があり6,いまだ確定には至っていない.

マニメーハライの出家についてのこのような議論において,解釈の要となる用語のひと

つが叫印Ⅶである7･叫印Ⅷは動詞叫aから派生した動名詞形である.動詞叫印はβ丘p尺3365

によると,"tOleave,relinquish,fbrsake"･nmilLexiconは,"tOrenOunCeWOrldlypleasures,tO

leave"などの意味を挙げている･そして,肋庫を含めたタミル文学作品では,叫aⅧや動

詞叫aは｢(物などを)捨てる(こと)｣という意味で一般的には用いられている.

彼女の出家に関する議論において,この叫担Ⅶは,｢出家すること,すなわち,(尼)僧

になること｣と解釈されている.しかし,A血磨.は完全な形で現存する唯一のタミル仏教叙

事詩であり,さらに古い注釈が伝わっていないことから,語句の意味が不明確な場合が多

数ある.

したがって,本稿では肋郎･に先行するタミル古典文学,A血頭.,および肋頭.と深い関

わり合いを持つC≠エ,さらに両叙事詩と同じ頃の歳言作品における叫印Ⅶの用例を検討し,

肋庫における叫aⅧがどのように解釈できるかを検討する.

ⅠⅠⅠ.h哩aVuの用例

1･サンガム文学8における厘aⅧ

サンガム文学の中では,厘aⅧ,及び動詞叫印は,下記の例のように,ただ｢(物など)を

捨てる｣という意味で用いられていることが多い･特に恋愛詩の中で｢(恋人を)捨てる｣

という意味で頻繁に用いられている.

親切も愛情も捨てて,[私という]連れ合いも捨てて,

[あの男は]財産のために[私と]別れようとしている.

[彼がそのような]賢い人であるなら,賢い人でいなさい.

女友達よ,私達は無知な女でいましよう. (物〃ね紘20)9

しかし,次のように,厭世的な文脈でt唯aⅧが用いられている用例がある.

(略)

[葬式という]嫌な日が来ないうちに,

海を境とするこの世界を,すべてすそに捨てて,

あなたが正しいと考えた行為をしなさい･ (P廟毎Ⅳ363:16一柑)10

この詩節で山田Ⅷは,｢[この世界を]捨てる｣という意味,すなわち｢遁世｣という意

味あいで用いられていると考えられるが,このような用例はサンガム文学では稀である.

また,この詩節にはこれ以上の具体的な情報はなく,たとえ,この叫aⅦが｢遁世｣とい

う意味であったとしても,これを｢出家,すなわち,僧になること｣という意味に解釈す

ることはできないであろう.

2.蔵言詩における山王aⅧ■

-31-



サンガム文学より後代の蔵言詩物/llと〃忍-2とには,叫aⅧという章が設けられてい

る.したがって,サンガム時代には,｢捨てること｣という意味しか持たなかった厘aⅧ

が,これら両親言詩が作られた時代になると-3,一語だけで,章の題目となりうるだけの

意味を持つようになったと思われる.肋庫には,幻邸/の第55詩節が｢偽りなき詩人の言

葉｣として,そのまま引用されていることから,肋函.が作られた時代にすでに,極/は

名声を得て,広く人々の間に知れ渡っていて,A血頭.の作者も物/の影響を受けていたこ

とは間違いない.

2.1.麒噸可

まず,以下に晦/の厘aⅧと題された第35章の詩節を挙げる.

[それが]何であっても,捨てる者は,

それによる苦しみを得ることはない.(341)

捨てた後にこの世で,喜びはたくさんある.

望むのなら,生じた時に,捨てるべし.(342)

5つの感官を制御しなくてはならない.

望んでいたすべてを捨てなくてはならない.(343)

1つも所有しないことが,苦行の性質である.

所有することが転じて,再び,執着の原因となる.(344)

再生を断ち切ることを望む者には,休も余計なものである.

その他にどんな余計なものがあろうか.(345)

私,私のもの,という騒りを断ち切る者は,

神よりも高い世界に行く.(346)

欲望に執着して捨てない者に,苦しみは取りつき,去ることはない.(347)

すべて捨てた者は,最高の状態を得る.

そうでない者は[迷いという]網に捕えられる.(34S)

執着が断たれた時,再生が断たれる.そうでなければ,無常が理解される.(349)

執着を断ち切った者の望む物を求めるべし.

執着を断ち切るために求めるべし.(350)

一般的にぬタノの詩節は簡潔で,広い解釈が可能であるので,詩節の内容から叫aⅦの意

味を明確に限定することは困難である.この章の内容から判断すれば,まず,次の2通り

の解釈が可能であろう.

この章では,繰り返し｢執着を捨てる｣ということが述べられている.したがって,こ

の意味を重要視すれば,ここでの叫aⅦを｢執着を捨てること｣と解釈することが可能で

ある.

第344,345詩節の内容は,俗世間を捨てることについて述べているとも考えられる･し

たがって,これらの詩節を中心としてこの章をとらえた場合,｢捨てること｣という和宣aVu

の元の意味から解釈して,ここでのh哩aⅧを｢(執着を捨て)俗世間を捨てること｣,｢遁
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世｣と解釈することも可能である14.

しかし,いずれにせよ,この章の鴫野川は｢出家,すなわち,僧になること｣を意味す

るものではない.

2.2.〃忍

〃及第1編第6章の詩節は以下の通りである.

明かりがやって来ると,闇が消えるように,男の苦行の前に,

罪が現われることはない･明かりの油が少ない場所に潤がやって来て広がるように,

良き行いがなくなった場所には,悪が存在する[ようになる].(51)

無常,苦しみ,老い,死[がある]と考えて,優れた人々は義務を果たす.

[学習が]終わることのない7つ[の学問]や天文学というようなものについて,

あれこれ話す愚か者より,愚かな者はいない.(52)

家,若さ,美しさ,優雅,富,九というこれらすべてが,弱く無常なものであると

知って,優れた人は,自身が救われるために時間を延長することなく,

[これらを]捨てる.(53)

愚か者は,苦しみによって,長い間苦労しても,少しの間の快楽を望む.

[知識に]満ちて,[感官を]制御した人は,快楽を良く見極めた軋

苦しみを見て,家長の道を捨てた.(54)

虚しく若さは過ぎ去った.今や苦しみと共に老いがやって来ている.

したがって,自信が備わり,心は私と共に良く考えずに[勝手に]動いてしまう.

知恵よ,良き通が一体我々にやって来るのだろうか･(55)

すそれた美徳もなく,子供を産まなくても,夫が[妻を]捨てることは

困難であるので,結婚した[ことによる]苦しみという理由から,

昔の賢者は[結婚に対して]恐怖と言った.(56)

努力して担った警戒を破るような,抗し難い苦しみが自分にやって来た吼

[その苦しみを]rl取り除いて[脇に]おく力を持つ人は,

良き習慣を守る幸福な人である.(57)

自分に対する[他人の]軽蔑を我慢することだけでなく,｢自分を軽蔑した罪の果に

より,来世で[あの男は]火に満ちた地獄で生きるだろう｣と言って,

哀れむことが賢者の義務である.(5g)

体,口,目,鼻,軌という名の5つの遥から欲亀倉欲から

混乱することなく[自らを]守り,[それらを]追い払う力を持つ者は,

迷うことなく解脱を得る.(59)

無知な者は,苦しみが増すのを見ても,執着を捨てる心を持つことなくノ快楽を望む.

賢者は,快楽を得る度に,その苦しみを考えて,[快楽を]望まない･(60)

〟射こおける叫aⅦの章の内容は,麒噸毎に比べるとやや具体的である.この中で重要な

のは,第54詩節に｢家長の道を捨てた｣という表現が登場することである.したがって,

ここでの厘aⅦを｢出離あるいは遁世｣と考えることもできるが,〃忍の注釈はこの章を
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｢執着を捨てること｣について述べたものであると解釈している･

凡針はⅩね可の強い影響を受けていると言われている･しかし,山田Ⅷを編の後半に置く

Kttp/の構成とは異なり,Nal･の第l編はcelvanilaiy豆mai(富の無常),i!amainilaiy豆mai(若

さの無常),yakkainilaiy豆mai(体の無常),a!a墾Valiu印ttal(徳の力),t5yta卿ai(身体の不浄),

tufavu(執着を捨てること),CipmiBmai(怒らないこと),POfaiutaimai(忍耐を持つこと),

pi!armagainayav豆mai(他人の妻を望まないこと),pa!avi嬰ai(古き行ない),ikai(施し),

meymmai(莫実語),tivi嬰aiyaccam(業の恐ろしさ),という構成になっている･このよう
な章立てから考えた場合,ここでの叫aⅦを｢俗世間を捨てること｣,｢遁世｣と捉えるこ

とは困難である.また,その他の詩節の内容は多様であり,必ずしも｢出家｣について述

べているわけではないので,ここでの叫aⅦを｢出家｣と限定することは不可能である･

このように,これら両親言詩における叫aⅧの章の内容から考えた場合には,叫aⅦは

｢執着を捨てること｣,｢遁世｣など,広く解釈できるようになったということができる･

しかし,だからといってそれが直ちに｢出家,すなわち,(尼)僧になること｣を明らかに

述べていると考えることはできない.また,これらの作品の中においても,厘aⅦや,動

詞叫aは,単に｢(物を)捨てる(こと)｣という意味でも多数用いられていることにも注

意する必要がある.

3.A血頭.における叫aⅦ

マニメーハライの母は,A血画.の中で次のように自分が仏に帰依した経緯を語る･この

時,彼女は叫皿廃(動詞叫aの1人称単数過去形)と述べている･

私は執着を捨てた(世を捨てた).

(中略)

私は,この偉大な苦行者(アラヴァナ)が住む場所にやって来た15･

罪の性質の無い,汚れなき[彼の言葉]を聞いて,アラヴァナの足元にひれ伏し,

非常に苦しみ,混乱しながら,夫が受けた苦しみをし[アラヴァナに]話した･

すると心強きアラヴァナは,

｢生まれた者がうけるものは大きな苦しみ,

生まれない者がうけるものは大きな書び,

執着に対してやってくるものは前者(大きな苦しみ)であり,

[執着の]ない人がうけるものは後者(大きな喜び)である,

と知れ.｣

と言った.[さらに]

5種の戒16の性質をすべて示して,

｢救われる17手段はこれだ,とれ.｣

と言った. (肋庫2:4ト69)

この部分によって,彼女は｢尼僧になった｣と一般的には解釈されている･しかし,こ

こでは,彼女は5つの戒を授かったにすぎず,尼僧になったということは明らかではない･
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また,その他の場面で叔女が尼僧であると明らかに述べられている箇所は見当たらない.

したがって,これまでに見てきた用例や文脈から判断した場合,ここは｢執着を捨てた｣,

｢遁世した｣という解釈も可能であるものの,それがすなわち｢出象尼僧になった｣と

結びつくかどうかは速断できない.

また,カンナギ(マニメーハライの継母)が仏に帰依した時の様子を語る場面では,次

のように｢tu抑i18の心が現われた｣という表現がなされているが,彼女についても,ここ

で尼僧になったということは明らかではない.

[私(カンナギ)は]

コーヴアランと共に,ブッダ[を拝むため]の

七つのインドラ寺院19を称えたので,

苦しみは起こらず,愛に満ちた心を持って,

ブッダの徳について聞いて,執着を捨てる心が現われ,(以下略)(肋庫26:55-58)

このように文脈から判断した場合,肋磨･における叫aⅧは｢出家,すなわち尼僧になる

こと｣という意味に解釈することは困難である.

また,A毎には様々な登場人物が,仏に帰依した時の経緯を語る挿話が,所々に挿入さ

れている･例としてマニメーハライの女友達の挿話を次に挙げる.以下は,マニメーハラ

イの女友達スダマテイが,かつて,父の命を助けてくれた聖者の所で次のような話を聞い

て,仏に帰依したと語り始めるくだりである.

聖者サンガダルマンは,我々に対して[以下のことを]お話し下さった.

｢ブッダは生来の美徳を持ち,間違いのない美徳の対象である.

(中略)

[ブッダは]

喜びの畔0を人々が得ることができるように,恵みという美徳を担った.

[そして]大きな決意を持って,

徳の法軒lを,[人々が]栄えるように回して愛欲に打ち勝った.｣

ブッダの足を讃えること以外に私の舌は何も話さない･
¢血如･5:70-79)

このような挿話は,先に挙げたマニメーハライの母が仏に帰依した話と同様に,一般的に

は｢出象(尼)僧になった｣時の話と考えられているが,実際にはどの詰もあいまいで,

具体性を欠いており,登場人物が｢出家した,すなわち,(尼)僧になった｣という強い印

象を与えるものではない.

また,肋庫･の中には,聖者(マニメーハライや母の師匠アラヴァナなど)が登場する.

彼らに対して繰り返して用いられる代表的な表現は｢偉大な苦行者｣22で,マニメーハラ

イの師匠やブッダは次のように表される.

苦行の道を行くブッダ
(肋亘.28:150)

偉大な苦行を行う者
(脇座15:55)

罪を断ち切る偉大な苦行者
(肋密.21:16)

この苦行をする女という表現は,マニメーハライに対しても常套句として,頻繁に用いら
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れている.

彼女(マニメーハライ)は業の結果,苦行をする女である･ (脇座5‥12-22)

苦行の性質を担った女(マニメーハライ) (肋庫7‥13)

しかしながら,この｢苦行する｣あるいは｢～の苦行者｣という表現は,同時に壬など明

らかに出家していない人に対しても用いられているので23,｢苦行する女｣という表現を根

拠として,マニメーハライを出家乱すなわち,尼僧であると決められないであろう･

したがって,肋頭.の挿話や描写から,叫aⅦについて｢出家,すなわち,(尼)僧にな

ること｣という解釈を行なうことは不可能であると思われる･

4.C正 における叫avu

c射こおける叫aⅦはこれまでの用例と違い,｢出家,すなわち(尼)僧になること｣と

いう意味を持つものが含まれている.

[ある時,王が尋ねた.]

｢マニメーハライとは誰だ.その女の出家24の理由は何だ.｣

(中略)

[すると,1人の女がマニメーハライの出家の様子を話し始めた･]

(中略)

[マーダヴイは]

｢来なさい.私の無垢な娘マニメーハライよ･｣と言って,

(中略)

コーダイの花輪と宝石を取り除き,同時にマニメーハライの髪を引き抜いて,

ボーデイの布施25をして,徳を行った. (C椚0‥1-28)

上記の挿話は,マニメーハライの厘aⅧの様子についての描写であるが,この中の｢花

輪や宝石と共に髪を引き抜く｣などの表現から,ここでの厘mは,｢出家,すなわち,(尼)

僧になること｣という意味で用いられている,と判断することができる･｢髪を引き抜く｣

26という表現から分かるように,ここでの叫aⅦはジャイナ教の性格を強く打ち出した｢出

家｣である.

次の用例は,マニメーハライの祖父が寺に入った時の描写である･この場面の文脈は不

明瞭ではあるが,寺にいる人は叫ant6r(動詞叫aの3人称男性過去形)と表現され,祖父

が寺に入ったことは｢tu!aViに至った｣と述べられている･したがって,ここでのtu!ant6r

は｢出家した人｣,叫aviは｢出家｣という意味で用いられている･

[マニメーハライの祖父は]

7つのインドラ寺に入って,そこで,空を行く300人の天空人のように2了,

生まれた体の[再]生を止めるために,努力を行ない,

出家者達(tufant6r)の前で,出家(tu!aVi)に至った･ (Cil･27:92-95)

このように,C≠‖こおける叫野川は｢出家,すなわち,(尼)僧になること｣という意味

に解釈できるが,この解釈を,A血摩,にそのまま適用することはできない･
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なぜなら,両叙事詩の間では,〔㍊の方が話の筋では先行しているものの,C㍊の序章に

は,肋庫力現に善かれたという記述があり,両叙事詩のどちらが先に書かれたかという前

後関係,ならびに両者の間の影響関係は,いまだ確定されていないからである.次の章で

は,まずこの両叙事詩の前後関係についての問題をみることにする.

Ⅳ･双子の叙事詩の前後関係をめそる問題

肋頭とC打とは話の筋の上で共通する部分があるので,古来｢双子の叙事詩｣と並び

称されてきた･話の筋上では白石軒先行しているためにC〟が先に善かれたと一般的には考

えられることが多い･この前後関係を決定するためには涌叙事詩に登場する挿軌人乳

地名など,多くの要素すべてについての詳細な比軌考察を,歴史学の観点も含めた様々

な観点から行うことが不可欠であり･本稿でそれらを取り扱うことは不可能であると言わ

ざるを得ない･したがって,ここでは,前後関係についてどのような考え方をすることが

できるか,そして,どのような問題があるのかを提示する.

1･止血廓･の方が先に書かれたという説

C〟の序章では,肋頭･の作者サーッタンが,C㍑の作者イランゴーに対して,C㍊の物語

を作るように求める話が次のように語られる･この話は,αエのほうが先に書かれたという,

一般的に考えられている順序とは反対の順序を示唆している.

彼(イランゴー)の近くにいた優れたタミルのサーッタンは,

｢私はそれが起こったことを知っている.｣

と言って,[c止の梗概を]話しはじめた.

(中略)

[それを聞いたイランゴーは]

｢シラッバディハーラムという名前で我々は韻文の詩を作ろう.｣

と言った.

｢王冠をつけた王3人に[この話は]ふさわしいものである[から],

あなた(イランゴー)がお作り下さい.｣

と言ったサーッタンに対して,

(C正の挿話が列挙される)

[このような]挿話を間に置いた,散文が間にある詩を

名声に満ちたイランゴーが作った.

すると,マドライの穀物商人サーッタンは[それを]聞いた･
(G射亭章)

このような序章の内容をふまえて,12世紀頃の注釈者A恒也nallむは,C正に対する注

釈2物中で肋庫･の方が先に書かれたとしている･そして,このA恒r肋nallむの記述に従

って,肋ヰ･が先に書かれたと考える研究者29もいる.

肋頭･の方が先に善かれたと考える場合‥眩ゆにおけるカンナギやコーヴアランについ

ての挿話を聞き手が理解できたかということがまず問題になる･前節でも述べたが,(V
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の詩の筋すら知らない者が肋庫の話を聞いたとしても,そこに登場するカンナギやコー

ヴアランについての話が何のことを意味するのか理解できないであろう･したがって,カ

ンナギやコーヴアランの詰までもが完全にサーッタナールの創作であり,肋ヰを通じては

じめて人々がそれを知ったと考えることはほとんど不可能である･

しかし,このことは,肋画･の読者がC≠′･を知らなければ,カンナギやコーヴアランの話

を知ることはできなかったことを意味しない･なぜなら,CブJ･の主題であるバツティニ信仰

がC汀や肋郎.より古い時代にすでに存在していたことを示す記述30があるからである･

〃毎f鱒i31の216には,｢片方の乳房を切った女｣という表現が出てくる･これは,Cノブ･の

主人公カンナギが片方の乳房をひきちぎったことを想起させるものである･また,Zvelevil

やBrendaBeckは,コーヴアランの悲劇を主題とした,Cil･8こ類似した民間説が今日に至る

まで様々に伝わっていることを言及している32

このようなことから,CiJ.の原形となった説話が人々の間に浸透していて,その説話を利

用して肋摩.が先に書かれたという可能性も十分考えられる･もちろん,肋画･の中には明

らかに,CfJ.より後世に書かれたと考えられる部分があるが3,これは,C止を知った後の

時代に挿入されたものであるとみなすこともできる34･

しかし,肋画.が先に善かれたと考える上での問題点は,肋頭･の聞き手がCiJ･の源となっ

た話をある程度知っていたという前提がない限り,成立しない点である･このような前提

の存在を裏づける資料は,現時点では得られていない･

2.CiJ.が先に書かれたという説

話の筋の上では明らかにCf′･が先行し,その内容を知らなければ叔旬かのいくつかの個所

は理解することはできない.これを主な理由として,多くの研究者が5,C≠J･の方が先に善

かれたと考えている.

例えば,肋庫に登場するカンナギやコーヴアランについての話は,前後に何の説明もな

いまま語られる.CブJ.の主な筋を知らない限り,これらを理解することは困難である･特に,

マニメーハライの父コーヴアランが無実の罪を帰せられて殺されたことは,C≠J･では重要な

テーマである.肋車の中では,このことについて具体的な経緯は何も説明されず,しばし

ば,以下の例のように,｢父もしくは夫がこうむった苦しみ｣などとだけ簡単に述べられて

いる.

父と母とが非常に苦しんだ,

そのひどい苦しみ,悲しみが耳の中を熱くして･

[父母に対して]愛を持つ心は乱れて,

美しい女(マニメーハライ)は…

悲しんだ女(マニメーハライ)は,

父(コーヴアラン)のことを思って,

｢私をここにとらえるひどいカルマが現れた･
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優れた腕輪をつけた美しい女性(カンナギ)と共に,

他の土地(マドライ)へ行って,鋭い刃によって苦しんだ,

胸に宝石を帯びた父(コーヴアラン)よ.｣

と言った･ (肋〆8:39-43)

これらの挿話以前の章では,カンナギやコーヴアランといった名軌コーヴアランの苦し

み,カンナギがマドライを焼いたことなどの情熱ま,まったく語られていない.

また,コーヴアランが非業の死を遂げる要因となった前生での出来事は両叙事詩に登場

するが,内容には若干の相違がある･これら2つの挿話を比較してみると,αエにおけるこ

の挿話は,C㍊の記述に沿って読み進めればそのまま理解することができる･一一方,肋磨.

での挿話ば6,具体的な描写が欠けていて,C正における挿話を参考にしない限り,理解す

ることは困難である37.

したがって,聞き手がC〃･の話を既に知っていることを前提として,これら肋串.におけ

る挿話は,語られていたとも考えられる･しかし,この考え方には,以下に述べるような

問題点を含んでいるので,これらのことだけを根拠としてC訂が先であるとは確定できな

まず,問題となるのは,前述したようにC正の序章に肋ヰ･の作者サーッタナールが,αエ

を作るようにイランゴーに要請したという話があることである.もし,本当にC訂が先に

善かれているのなら,なぜ,このようなことが序章で語られるのであろうか.この序章に

おける,両叙事詩の作者が同時代の人物であり,友人であったということは歴史的事実で

はないとされることが多い･しかし,たとえ,それが事実でないとしても,0エが本当に先

に書かれているのなら,序章の挿話は聞き手にとって不自然だったはずである.

次に問題となるのは,マニメーハライという仏教色の強い登場人物が,なぜジャイナ

教徒によって善かれた38c正に現われたかという点である･マニメーハライは,仏教の女

神であるマニメーハラー女榔9にちなんで名づけられた,という経緯が両叙事詩において

語られる･仏教徒によって善かれた肋庫で仏教の女神にちなんで名づけられた登場人物

が現われても不思議ではない･しかし,もしもC〟･が善かれた時に肋庫力囁在していなか

ったとするなら,ジャイナ教徒によって書かれたC汀で,仏教の女神にちなんで名づけら

れたマニメーハライが生まれ,さらに,仏教徒になる00という話をあえて書く必要があっ

ただろうか･したがって,C汀力漕かれた時には,マニメーハライはすでに仏教徒としての

性格を確立していて,新たに改変することはできなかったという可能性を完全に否定する

ことはできない.

3.相互の影響

C托が先に善かれていれば,C正の記述が肋庫に影響を与え,厘aⅧの意味もC托の影響

下にある,という考え方は可能である･しかし,C≠エでは髪の毛を引き抜いたと描写された

マニメーハライは,肋密･では美しい豊かな髪を備え,宝石を身に帯びた様子が描かれてい

るなど,両叙事詩における描写が一致しているわけではない.
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たとえCブJ.の方が肋摩.より,先に善かれたとしても,肋座･の作者は,C止の荒筋だけを

取り入れて,肋摩.を作ったということも考えられる･したがって,たとえC≠J･の方が先に

善かれていたとしても,両叙事詩における叫mについては,それぞれ独自の解釈がなさ

れて,異なった意味で用いられたという可能性を捨てることはできない･

Ⅴ.結論

cブJ.を除いた作品の用例には,叫aⅦを｢出家,すなわち,(尼)僧になること｣と解釈

するだけの十分な根拠は存在しない.また/肋摩･において初めて,叫aⅦにそのような新

しい意味を持たせたという明白な意図も見受けられない･唯一,Cブ′･の用例だけが,｢出家,

すなわち,(尼)僧になること｣という解釈を可能にしてはいるが,現時点では上に述べた

ように雨叙事詩の前後関係や相互の影響は明らかになってはおらず,C嗣こおける解釈を適

用することはできない.

したがって,これまで｢出家,すなわち(尼)僧になること｣という意味に限定してと

らえられてきた肋庫における極刑については,他の文献における用例や双子の叙事詩

の前後関係についての問題を踏まえて,｢世俗的な欲望,執着を捨てること｣,｢遁世｣とい

う解釈を文脈に即して行なうべきではないだろうか･

<略号>

CブJ.

β且n尺

&J∬J

ルね耳

〃忍

S.Ⅰ.S.S.WPS.

Skt.

UVS注

C頻押α此励α椚

血w血動椚g少肌血g血"ね′加α堺2月dg加0〃

乃r〟舵以∬汀ノ

肋虎椚戌〟Jαf

凡血呵励

TheS｡uthIndiaSaivaSiddhantaWbrksPublishingSociety

Sanskit

U.VSwaminathaIyarの注

(注記)

-原語はkural-talai-k一血taトkl血hp痩Ⅴ動直訳すると｢花のつばみを一てっぺんに持つ一

髪が-ゆるんで一後ろに-落ちて｣･

2原語はpo墾-tOti-m豆tar,｢金の一腕輪を持つ一女｣･

3原語はmai-m-malar-kulali,直訳すると｢黒い一花を持つ一髪の女｣･

4api-y-i軋｢美しい宝石｣･被修飾語は示されていないが,これだけで｢美しい飾りを持っ

女｣を意味する.この修飾方法はa卿0帥okaiといい,タミル古典文学で頻繁に用いられ

ている.タミル最古の文法書乃戊如秒訓一CO伽たぉ肌41S,中世の文法書肋〃"那69で取

り上げられている.Skt.のbahuvrihiに似ているが,a哩mO呈i"okaiの場合,被修飾語が明示さ

れることはない.
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5原語はpikk叩i<Pali.bikknpi.

6paulaRichmanは,マニメーハライは物語の冒頭からすでに出家していると考えている.

ShlHikosakaは,彼女は物語の最後で出家したと指摘している.
7マニメーハライの序章には,この作品のタイトルが,Ma如ekal扇唾Ⅶである,とも善

8主に1世紀から3世紀にかけて作られたタミル古典文学作品は,当時存在していたとさ

れる文芸院の名にちなんでサンガム文学と呼ばれている･これらの詩は,後に『八つの詞

華集』,『十の長詩』とにまとめられた.

9『八つの詞華集』の1つ･4～8行の恋愛詩400からなる.

10『八つの詞華集』の1つ.英雄詩400からなる.

‖6世紀頃の蔵言詩集･3編133章,1330行の2行詩からなる.作者はテイルヴァッルヴァ

ル･作品の性格から彼はジャイナ教徒であったと考えられている.
127世紀後半のジャイナ教徒の蔵言詩集･3編40章,400の4行詩からなる.パドゥマナ

ールが,ジャイナ教徒の蔵言詩を集めて,内容ごとに分類して編纂したものである,とい

13&軍畑ミ肋固より先に書かれたことは確かである･閥･には,Mu伽a如という首長の

名が登場し,このM伽aiy訂は碑文にも記述されていることから,〃忍の上限年代は6$0

年とされている･さらに,これに依拠しない年代論もある･肋庫の年代に関しては,様々

な説があり,〃五の上限年代の前後どちらにも決定できない.

14高橋孝信氏は,『テイルツクラルー古代タミルの歳言集』で,この匝Ⅶに｢出軌と

いう訳を当てている･高橋氏との談の中で,極Jの第37章｢欲を断つこと(av云叩仕al)｣
との関係を踏まえた場合,この咄Ⅷについては｢執着を捨てる｣という解釈よりもノ出
離｣という解釈がふさわしい,とご教授いただいた.

15原語は,mi-taVarufa-i-V-itam-Pukunteg･｢偉大な一聖者が一任む-%所た一私は入った｣.UVS

注はこの偉大な苦行者をノ仏教のサンガの人｣として,この場所をサンガと考えている.
しかし,この偉大な苦行者はアラヴァナであるとも考えられるので,この場所はただアラ

ヴァナの住んでいる場所であるとも解釈できる･あるいは,もちろんアラヴァナを含めた

サンガの人々が住む場所を示すのかもしれない･いずれにせよ,この部分だけから確定す

るのは困難である･肋庫･2:13では,この場所が美しい花の館であるといわれている.

16原語は血皿<P豆1i紬･当乳仏教の5戒を意味すると思われるが,肋庫.の他の個所

でも,5種の内容までは述べられていない.
17原語はuy･hmilLexicon･および,DEDR645に,‥tolive,Subsist,besaved,berelieved

(&omtrouble),eSCape(asfromdanger)･･,とあることから,この｢救われる｣とは,｢解脱｣

を意味するのではなく,単に｢苦しみや悲しみから救われる｣という意味である.

18叫aviは叫aⅦと同じく動詞句印の動名詞形である.

19in血祓r弧･両叙事詩に登場する,カーヴエリーバッティナムにある寺院の名前.

20uvs注はこれを解脱(ニルヴァーナ)であると解釈している.

21原語はa王a-k-katir一軌｢徳の一光の胤･肋pi･では｢法輪を回す｣という言葉がしばしば

使われるので,ここも｢法輪｣と訳した.

22原語はm元一taVar･直訳すると｢偉大な一苦行を持つ男｣･タミル語tavamの語源はSkt.tapas

23ヵーンチーの国が飢餓に見舞われた時に,カーンチーの王が｢行なった苦行が間違った

のであろうか･(cey-taVam-Pilaitt6)｣と言う(肋pi.28:188).
24原語は叫弧･山王弧も晦Ⅷと同じく,叫aから派生した名詞形である.

25原語はp6ti-tagam(<Skt･bhodi-dhana)･具体的な内容は不明である.ボザイという布

施と読むべきか,あるいはブッダに対する布施であると読むべきかについても不明である.
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26原語は叫ai.これまで,この部分は｢髪を切る｣と訳されてきたが,動詞ka匝の意味

は,あくまで｢(弓悼)抜く｣でありノ切る｣という意味はない･
27ここは｢～のように｣と補う注釈にしたがったが,原文に｢～のように｣を表す言葉は

ない.また,｢天空人｣が具体的にどのような人であるのかは不明である･

2召肋亘.には注釈は存在しないが,C正には完全ではないものの,このA恒血血11豆r､の注

畿恕漂㍍誤牽箪靂箪鍔㌫Ma毎
Adiy豆rkk皿all豆rspecificallymentionsthisfactattheendofhisuralPpaylram･"

30K.Zvelevil,meSmileqfu4hrugan,E･J･Bril,Leiden,1973,P･173･

31二大詞華集の1つ御伽た〟fに収められている400の詩から成る作品･

32K.Zvelevil,TheShileqfWrugan,P･173･BrendaE･F･Beck,"TheStudyofaTamilEpic‥

severalVbrsionsofSilappadikaramCompared･=,thurnalQfthelnstituteQfAsianStudies,nO･1,PP･
23-38,hstitueofAsianStudies,Madras,1972･

33A毎26:2-4において,カンナギとコーヴアランを神として彫った像について言及され

ている.しかし,CiJ.ではコーヴアランは神となってはいない･したがって,Kandasv〃江ny

は,C≠J.が先に善かれたとする根拠の1つをしてこの挿話を挙げている･C甘が先に書かれ

たとするKandaswa町の根拠については,助肋∫椚α∫e甲0〟乃滋d肋〃加地柵42-46を

参照.

34K.K.Pillai,ASocialHistoTydthe乃miLs,UniversityofMadras,Madras,1975,%1･1,P･128で,

肋亘.は多くの物語力晒物語に挿入されるため,ただ1人の作者によって作られたものでは

ないと述べられている.
35T.PMeenaksisundran,AHistoTyQf乃milLiteratu7e,AmalaiUniversity,Amamalainagar,
1965,P･34,=acarefu1readingshowsthatthisepICCOuldhavemeantnothingtoanaudiencewhich

wasnotfamiliarwithCilappatik豆ram･=BudhismasExpounduinManimekalai,P･46,
"ManimekalaiisthesequeltoCilappatikaram･"

36肋血26:15-32.

37この個所に関するWS注も,Cブ′･の挿話をもとに解釈している･

38ciJ.の作者がジャイナ教徒であるとはっきり述べられている個所はないが,一般的には

ジャイナ教徒による作品であるとされている･また,ジャイナ教徒の作品は,他の宗派に

比べると宗教色が強く打ち出されていないという特徴を持っている･この特徴は必埋可に
おいても見られる.

39『ジャータカ』442,539にはマニメーハラー女神が登場し,海で遭難した人を助けると

いう話がある.C汀と肋頭･との双方で,コーヴアランの祖先が海で遭難した時に,マニメ

ーハラー女神によって助けられたという類似した話が語られる･Sylv血Leviはマニメー
ハラー女神の伝説が東南アジアまで広がっていることを指摘している･SylvainLevi,
"Mapimekhala,DevinitedelaMer","OnMaDimekhal豆,TheGuardianDeityoftheSea",Moreon

Mapimekhal訂フ,MemorialSylvainLevi,RueCtdas,Paris,1937･を参照･
40カンナギやコーヴアランの死を知った後,コーヴアランの母は悲しみで死に,カンナギ

の父はジャイナ僧に布施を行って徳を得て,カンナギの母は命を捨てる･マニメーハライ,

マーダヴイ,コーヴアランの父という肋画･においても仏教徒として登場する人物だけが,

c山こおいても仏教徒となることは注目すべきである･

<使用したテキスト>

c豆min豆taiyar,U.Ve･(ed･),Mdpim&alai,U･VSwaminathaIyar
Library,Madras,198l･

(R印血叫1sted･,1898)
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Ve血katac豆mi,Na･Mu･andTuraic豆mi,Cu･(ed･),肋pim戌alai,S･I･Ⅰ･S･S･WPS.,Madras,1994.

(Reprint;1sted.,19鱒5)

Vehkatacami,Na･(ed･),CilEWatikbamiHamum,S･I･S･S.WPS.,Madras,1942.

P豆1acuntaram,Ti･Cu･(ed･),Nih卸密S･I･I･S･S･WPS･,Madras,1999･(Reprint;1sted.,1945)

nrukkLqa/n7血mLtmParimdq#arura函m,S･I･Ⅰ･S･S･WPS･,Madras,1995.(Reprint)
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乃〟m朋in九九加椚戌〟Jαプ

MIYAMOTO,Jo

1.Introduction InMa如theheroineManimekalaiisdescribedaswearlngJeWelswithornamentS

andnowersinherbeautifu1longhairthroughoutmuch ofthe story,Whereasinsomeparts she

appearstobeanun･Amongscholars,therefbre,OplnionsvaryastotherenunciationofManimekalai･

Somesaythatsheisanun丘omthebeginnlngOfthestory,Whileothersmaintainthatshebecamea

nunattheendofthestory.Oneofthetermsthatisassociatedwiththedebateontherenunciationof

Mapimekalaiis tlせm′u.The term tupvuis de丘ned as"toleave,relinquish,fbrsake,renOunCe

worldlypleasures."TiLPVuin肋pi.isinterpretedtomeanbecomlngaPneStOranun,andtheabove

studieshavebeendoneonthebasisofthisinterpretation.ThemeanlngSOfseveraltermSin肋pi･

areoftenambiguous,fbrMapi.istheonlyTamilBuddhistepicthatispreservedinitsentirety,andin

additionnotraditionalcommentarylSattaChedtoit･Thisfactmakesitdi伍culttoclearlydefinethe

meanlngSOftermSinMapi･Thispaper,therefbre,fbcusesonthequestionofhowtode丘neわ互m′uin

Mapi.byinvestlgatlngeXamPlesoflulWuinworksprlOrtOMapi･andCil･

2.Examplesof叫野川

(a)Sangamliterature:InSangamliterature,(upvuanditsverbalfbrmtupmostlymeantoleaveor

fbrsake[someone/something].OnlyoneexampleinPupp毎卸363meanstorenounce(theworld)･

ButthereisnoconcreteevidencetointerpretthistugTVuaSbecomlngaPrleStOranun･

(b)Didacticworks:Chapter350fKiLP/andChapter60fNa.aretitledTiLPVu･Fromthisitis

assumedthatatthetimethesedidacticworkswerewritten,thewordtLtPVualreadyhadsomeclear

senseandsobecamethetitleofachapterintheseworks.Fromtherepeatedadmonitiontoabandon

worldlyattachmentandthecontentof｣机LP/344,345,tulm}uShouldmeantoabandonattachment

ortoleaveworldlypleasures･Ontheotherhand,tuPuinNd･maymeantOrenO皿Cetheworld,fbr

Na･54refbrstoqulttlngthehouseholdpaths,Butineithercase,1tmuStbenotedthattheseversesdo

notindicatethatthewordt呼れ′乙LmeanSabandonlngattaChmentorleavlngWOrldlypleasuresinorder

tobecomeaprleStOranun.

(c)A血pi.:Inonescene,Mapimekalai'smotherrelateshowsheembracedBuddhismO4dpi.2:41-69)･

Bythewordtupnti9whichsheutteredthen,itisgenerallythoughtthatshebecameanun･Buton

thatoccasion,Shejustreceivedthe丘ve3ihs,andthereisnoclearevidencetoconcludethatshe

becameanun.Inotherscenes,itisnotclearthatsheisanuneither.Onthebasisoftheinterpretation

thatwehavenoted,itisprobablethatsheabandonedworldlyattachmentorpleasures･Basedon

branchstorieswhereseveralcharaCterSrelatetheeventswhichcausedthemtoembraceBuddhism,

someresearchershaveconcludedthattheywereprleStSOrnunS･Infact,however,thesestorieslack
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COnCreteexpressionsregardingastowhethertheywerepnestsornuns,anditisdoubtfulthatthey

WereSO･WhenwejudgethemeanlngOft岬ⅣuinMdh･fromitscontext,eVenifitmeansto

renounCetheworld,itwouldbedimculttointerpretitasbecomlnganun.

(d)CiL:Contrarytotheexamplesthatwehaveseenabove,SOmeinstancesoftlqZWuinC7Lcontain

thesenseofbecomlngapriestoranun･Thereisanexpression=pluckherhairwiththegarlandand

jewels"inthedescriptionofttqvurelatedtoMapimekalai(Cil･1-28).Thusthistzqvudoesmean

tobecomeanun･Bytheexpression"topluckthehair,"itisclearthatthistzqvustronglymanifests

thecharacterofJainism･Furthermore,&omthedescnptlOnOfanotherscene,WeCanjudgethat

tupvuinCiLcanbeinterpretedasbecomlngaprleStOranun･ⅥゐcannOt,howeveちapPlythis

interpretationinCil･tOtulWuinMdLd･,forthechronologlCalorderofthecompositionofCiLand

肋Ld･hasyettobedetermined･BecausethedescrlPtlOnSOfManim6kalaiinthetwoepICSdonot

COincide,eVenifCiLwaswrittenearlierthanA毎,theprobabilitythat肋pi.mighthavebeen

COmPOSedbyborrowingonlytheoutlinefromCiLstillremains･ThereLbre,an0therpossibilitythat

themeanlngOf tupuinthetwoeplCSmaydi肋･Shouldalsobetakenintoconsideration.

3･Conclusion AlthoughtlqVuin肋Ld･hassofarbeenlimitedtothesenseofbecomlnganun,

thereisnoplainevidenceintheworksantedating肋h･tOaSSumethattt堪れ′uin肋Ld.meansto

becomeanun･Consequently,WeShouldinterpretitinabroadersensesuchas=toleaveworldly

PleasureS,tOabandonattaclment,andtorenoumCetheworld.=

<abbreviations>CiL:CilLWatik励am;Riqu/‥nrukkLq去N忍:Ndlab/励;肋pi.:Ma虎m&ah7i.
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